
これから食育活動を始める、続けるにあたっての不安や疑問について、
食育活動のプロに、経験談や食育活動のノウハウを教えていただきます。

農業学習施設 KUBOTA AGRI FRONT
（🏢北広島市Fビレッジ８番地）

事例発表①
「タカシマファームにおける食育事業の取組」

講師

有限会社タカシマファーム 髙嶋 良平 氏
北広島市は寒地稲作発祥の地として、赤毛米を軸とした食育を実施しており
1873年に寒地では不可能とされた米づくりを可能にした中山久蔵の挑戦する
姿勢を教えています。
また、近年では親子で参加する食育を実施しており、親世代にも農業の取り巻く現状なども伝え
食べ物の価値を知ってもらうような食育にしています。

事例発表②
「食育に関心がない人」にどう届ける？

―食育アイドルと共に学ぶ、新しい食育―」
講師

北海道文教大学 教授 小塚 美由記 氏
えにわっ娘. 白恵 らら 氏

２０２６年 ８ 月 ２７ 日

事例発表 14:25～15:55

施設見学 16:15～16:45 定員20名 16:30～17:00 定員20名

コメンテーター
株式会社のこたべ 代表取締役
北海道食育コーディネーター

平島 美紀江 氏

お申込はこちらから

会場参加は先着40名まで！オンラインも同時開催

お申込期限 ８月24日（月）
※駐車場に限りがありますので
公共交通機関でお越しください

【主催】北海道農政部食の安全・みどりの農業推進局食品政策課、石狩振興局産業振興部農務課

食育に関心の高い人だけでなく、これまで食育に触れる機会の少なかった若者や大人にも、その大切さ
を届けたい。そんな思いから、歌やダンス、食育講話を組み合わせた「食育アイドルプロジェクト」が
始まりました。本発表では、大学と学生が協働して取り組んできた活動の工夫や成果、継続する上での
課題を紹介します。
さらに、えにわっ娘．のメンバーが、実際に活動して感じた自身の成長や、伝えることの難しさ・
楽しさを学生の視点からお話しします。

木

事例発表後は・・・

クボタさんにアグリフロントの取組を紹介いただき、施設内を見学します！

※メールやFAXでのお申し込みも可能です。
メール：slow.food@pref.hokkaido.lg.jp
FAX :011-232-7334

会場参加

オンライン
参加


